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平成平成平成平成 19年年年年１１１１月月月月中間期末中間期末中間期末中間期末のののの投資有価証券投資有価証券投資有価証券投資有価証券評価損評価損評価損評価損およびおよびおよびおよび業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ 
 

 

１．投資有価証券評価損について 

 当社では「その他有価証券」に区分される保有有価証券が金融商品の時価会計基準に基づき、

簿価に比べ時価あるいは純資産額が著しく低下したため、減損処理を実施しております。 

 この度、平成 19年１月中間期末において減損処理による投資有価証券評価損を計上する必要

が生じましたので下記のとおりお知らせ致します。 

 

記 

 

（１）平成19年１月中間期末の投資有価証券評価損の総額 

（Ａ）平成19年1月中間期末の投資有価証券評価損の総額 51百万円 

（Ｂ）平成18年７月期の純資産の額 

（Ａ／Ｂ×100） 

4,346百万円 

（1.2％） 

（Ｃ）平成18年７月期の経常利益額 

（Ａ／Ｃ×100） 

161百万円 

（32.0％） 

（Ｄ）平成18年７月期の当期純利益額 

（Ａ／Ｄ×100） 

43百万円 

（119.7％） 

（ご参考）当社の決算期末は７月31日であります。  

 

 

２．業績予想の修正 

直近の動向を踏まえ、平成18年12月４日に公表致しました平成19年７月期（平成18年８月１日～平成

19年７月31日）の業績予想を下記の通り修正致しましたので、お知らせ致します。 

 

記 

 

（１）平成19年7月期 中間期業績予想の修正（平成18年8月1日～平成19年１月31日） （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 18年 12月 4日 発表） 
1,000 160 94 

今回修正予想（Ｂ） 1,092 308 132 

増減額（Ｂ－Ａ） 92 148 38 

増減率 9.3 92.7 40.5 

（ご参考） 

前期中間実績（平成18年7月期） 
748 46 26 



（２）平成19年7月期 通期業績予想の修正（平成18年8月1日～平成19年７月31日）  （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 18年 12月 4日 発表）
2,450 260 152 

今回修正予想（Ｂ） 2,500 400 185 

増減額（Ｂ－Ａ） 50 140 32 

増減率 2.0 53.8 21.3 

（ご参考） 

前期実績（平成18年7月期） 
1,707 161 43 

 

 

３．業績予想修正の理由 

（１）中間業績 

当中間期の売上高は、モバイルネットワークテストが好調に推移し計画比92百万円増となりました。 

利益面では、計画比 92 百万円の増収分が寄与したことと、販売費及び一般管理費が計画に対して低

く推移したことにより、当中間期の経常利益は計画比148百万円増となりました。中間純利益は投資有

価証券評価損51百万円を計上しましたが、計画比38百万円増と予想を上回る見通しとなりました。 
 

（２）通期業績 

    通期の業績予想につきましては、上期の売上高、経常利益、中間純利益が計画を上回ったことから、 

   売上高2,500百万円(計画比50百万円増)、経常利益400百万円(計画比140百万円増)、当期純利益 

   185百万円(計画比32百万円増)となる見通しであります。 

 

 
(注) 本業績予想は、現在入手可能な情報から、当社の経営者の判断に基づき作成しております。従いまして､本業績予

想のみに全面的に依拠して投資判断を下すことは控えられるようお願い致します。また、実際の業績は様々な要因

により本業績予想とは、異なる結果となり得ることをご承知おきください。 

 

 

以 上 


